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平成28年度予算

市制10年を経て ―第２ステー ジの幕開け
いきいきと活躍でき る丹波市をめざして

丹ま
ご
こ
ろの
里
創
生
総
合
戦
略
・
地
域
防
災
計
画
・
健
康
た
ん
ば
21
な
ど

各
種
計
画
が
実
を
結
ぶ
具
現
化
の
年

86
回
3
月
定
例
会
を
、

２
月
24
日
か
ら
3
月
25

日
ま
で
31
日
間
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

成
27
年
度
補
正
予
算
と

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員

に
よ
っ
て
予
算
特
別
委
員
会

（
前
川
豊
市
委
員
長
）
を
設

置
し
、
７
日
間
に
わ
た
り
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

例
会
最
終
日
の
３
月
25

日
に
は
、
新
年
度
予
算

に
つ
い
て
委
員
長
報
告
及
び

採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
議

案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

お
、
議
案
審
議
結
果
は

10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

第平定な

成 28年度は、前年度比 15億円（４％）増
の 393億円で、過去最大規模となりました。
の要因として、災害発生土を活用したほ場
整備（２億 7,783 万円）をはじめとする災

害復旧事業や、地域医療総合支援センター（仮称）
の整備（２億 5,057 万円）、防災行政無線の整備
（４億 1,738 万円）、青垣小学校の建設ほか学校
施設の改修工事（14億 5,820 万円）など、先送
りできない大きな事業が重なったことがあげられ
ます。

た、民生費では、年金生活者
などへの臨時福祉給付金事

業３億 3,405 万円や乳幼児等・
こどもの医療費助成３億 732 万
円などが計上されています。

こ
こ
が
知
り
た
い
！

過
去
最
高
の
予
算
規
模
…
な
ぜ
？

平
そ

ま 今年は
過去最高の
予算規模ら
しいよ。

どの事業も、安
全安心なくらしの
ためには急がない
といけないものば
かりだからね。

平成28年度一般会計予算
総
額393億円

過 去 最 大 規 模 の ま ち づ く り
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平成28年度予算

平成28
年度予算

市制10年を経て ―第２ステー ジの幕開け
いきいきと活躍でき る丹波市をめざして

成
28
年
度
は
、
丹
波
市

豪
雨
災
害
か
ら
３
年
目

を
迎
え
、
生
活
再
建
の
支
援

と
復
旧
工
事
の
加
速
化
を
図

る
と
と
も
に
、
復
興
に
向
け

た
土
台
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

ま
す
。た

、
市
の
医
療
・
保
健
・

福
祉
・
介
護
の
拠
点
と

な
る
「
丹
波
市
地
域
医
療
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

の
準
備
や
総
合
戦
略
の
具
現

化
、
各
自
治
協
議
会
の
「
地

域
づ
く
り
計
画
」
の
推
進
を

支
援
す
る
新
た
な
交
付
金
制

度
の
創
設
、
若
者
の
定
着
や

出
生
率
の
向
上
に
向
け
た
地

域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

充
実
、
効
率
的
・
効
果
的
な

行
政
体
制
の
整
備
を
進
め
る

行
革
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど
を

重
点
課
題
と
捉
え
、
一
般
会

計
総
額
３
９
３
億
円
の
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

平ま

借金返済額の割合を
示す実質公債費比率では県
下 41 市町中 12 位、将来
負担すべき借金の割合を示
す将来負担比率では 11位
と、いずれも県平均よりも
上位となっています。

収入の半分
以上が親からの
援助だけど大丈
夫かしら？

収入（グラフ左）
地方交付税　どこの市も一定水準
の行政サービスが提供できるよう、
国から交付されるお金。
国県支出金　市が行う事業に対し
て国や県から交付される、使い道
が決められているお金。
市債　道路整備や学校建設など、
一度に多くのお金を要しその年の
収入だけでは賄いきれないために
国や銀行等から借りるお金。
繰入金　特別会計など一般会計以
外の会計から繰り入れるお金や、
積み立てた貯金（基金）を取り崩
したお金など。

支出（グラフ右）
行政経費　福祉や医療、消耗品費、
委託料、臨時職員の賃金、負担金、
補助金、繰出金、維持修繕費・積
立金など。
投資的経費　市道などの整備や、
小中学校など市の施設の改築・立
替え、施設の整備に係る費用。
繰出金　特別会計などへの繰り出
し。
公債費　過去に借りた借金（市債）
の返済費用。

＊次ページでは、今年度の主な事業をご紹介します。

たんばさん家の家計簿
1か月  32万8,000円

一般会計 393億円を 10,000 分の 1に縮小し、１か月に換算しました。

自主財源：市が自主的に収入できるお金。
依存財源：国や県の意思により交付されるお金。

ここが知りたい！

支出
収入

食費
（人件費）

40,000円
12％

医療費
（行政経費）

43,000円  13％

光熱水費
（行政経費）

47,000円  14％

自治会負担金
（行政経費） 
52,000円  16％

   積立金・修繕費
（行政経費）
19,000円  6％

家の増改築
（投資的経費）
60,000円  18％

子への仕送り
（繰出金）

25,000円  8％

ローン返済
（公債費）
42,000円

13％

給料（市税）
61,000円
19％

その他
（使用料・
手数料など）

17,000円  5％

預貯金からの
引き出し（繰入金）

37,000円  11％
親からの援助

（交付税・譲与税・
交付金・国県支出金）

169,000円  52％

借金（市債）
44,000円

13％

自主財源35％

依存財源65％

2016.4　議会だより3



平成28年度予算

拡充

新規 新規

拡充 拡充

新規

自治会活動への支援

新エネルギー普及推進事業 教育総務費
防災教育（協働型）業務委託料

ふるさと教育
「たんばふるさと学」の推進

防犯カメラ設置補助事業
個人情報保護のため要綱に設置条件

活躍市民による
まちづくり事業応援補助金自治会活動の活性化のため、自治

会長への報償金の支払いや、自治
会長会の支援、施設整備等を行い
ます。

市内の木質エネルギーの活用推進を図る
目的で、NPO法人丹波グリーンパート
ナーへの運営補助を行います。

丹波市豪雨災害の際に高く評価さ
れた「自治会単位の防災」につい
て小学生が学ぶ機会を創ります。

各小学校区に学校支援コーディネーター
を配置し、ひと・もの・ことを教材とし
た授業を通してふるさとへの愛着と誇り
を育みます。中学校ではキャリア教育と
関連させた取組みを進めます。

安心安全に暮らせるまちをつくるため
に、防犯カメラの設置の補助を行います。

市民提案による公益的活動を支援
し、広く市民生活を向上させる事
業への補助金を創設します。

予算額　1億5,672万円

予算額　700万円 予算額　381万円

予算額　127万円 予算額　200万円

予算額　300万円

自治会長には報償費があり、
自治協議会長には報償費が
ないのか。
各自治協議会への地域づく
り交付金を引き上げました。
その中から報酬に充てるこ
とも含め、各々の地域で決
定いただきます。

民間事業の需要創出のために市費を拠
出する構図だが、正当な拠出といえる
のか。
民間のNPO法人に補助しているもの
の、事業としては採算が非常に見通し
づらいもので、間伐材の有効活用方法
として公的に支援を行うべきものと考
えます。ただし、５年で結果に繋げて
いただくよう、漸減していく予定です。

防災教育は被災を受けた地
域の小学校にのみ展開され
ていくのか。
今年度は被災地域を中心に、
市内４小学校で先行して防
災教育を実施し、順次市内全
域に展開していく考えです。

学校支援コーディネーターとはど
のような存在か。
学校での学びに求められる地域の
専門家やキーマンとの橋渡し役で
す。27 年度に市内 3つのモデル
校で実施し、28年度は市内全 25
小学校に配置します。

個人情報の管理については要綱等
でどのように規定しているか。
私的な場所でなく公的な場所を映
すように設置する等の要綱を設け
ており、要綱について地域で合意
を得られているか、または合意が
得られる見込みがあることを設置
条件としています。

新規の補助金であるが、ど
のようなものか。
市民からの提案を受けた事
業の規模や実現性に応じて
対象事業を選び交付するも
ので、応援型（上限５万円）
と提案型（上限 50万円）の
２種類があります。

問

問
問

問

問

問

答

答
答

答

答

答

「安全安心のまちづくり、婚活支援にふるさと
教育、特産品の振興に地域での消費拡大…。
今年も大切な事業がいっぱいだね。」

「たんばふるさと学」
で自分が生まれ育っ
た地域の良さを教え
てもらえるのってい

いね。

小さいうちから
自治会単位の防災の
必要性を学ぶって
大事だね。

国の選定保存技術に指定され
ている檜皮葺について学ぶ上
久下小児童

みなさんの
「地域を元気にする
チカラ」をお待ち
しています。
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平成28年度予算

新年度予算　ここに注目★
平成28年度も時代に応じた新しい取組みや事業の拡充がされます。ここでは、各分科
会で質疑が集中した主な事業12項目についてご紹介します。

新規

継続

新規 新規

新規

新規

地域再生マネージャー事業
（外部人材登用）

市内での消費拡大をめざし
プレミアム商品券を発行

丹波栗の産地復活に向けて
丹波栗の里整備計画をつくります

丹波市版半農半公制度による
農業後継者育成事業

平成 31年開校をめざして
「農の学校」の調査研究を
行います

出会いから成婚までを支援
「婚活おせっかいマスター」事業

地域課題の解決と魅力ある地域づくり
のために、地域に密着して活動する外
部専門家を登用します。

市内の消費喚起と景気浮揚のため、今年
もプレミアム商品券を発行し、早期利
用のためのスタンプラリーを行います。

丹波栗の産地復活に向け、生産・
加工・販売に係る振興策のグラン
ドデザインをつくります。

都市圏から丹波市に移住し、地域農業
や農業の６次産業化などの中心的な担
い手をめざす方を、「地域おこし協力
隊」として３年間任用します。

就農研修施設の設置について、調査研
究及び有識者による検討を進めます。

結婚を希望する独身男女に良縁を提供
する「婚活おせっかいマスター」を認
定し、独身男女の出会いから成婚まで
の支援を行います。

予算額　972万円

予算額　5,800万円

予算額　200万円 予算額　582万円

予算額　318万円

予算額　119万円

外部専門家はどのような活動を
行うのか。
地域の現場に入り、住民の意識
改革や、地域の方と一緒に現地
の資源調査、コンサルティング
を行っていただく予定です。

発行時期と、今までの経済効果
は。
今年の夏頃を予定しています。
平成 26 年度の実施では 5,000
万円の負担で 7億 4,190 万円の
新たな経済効果が生まれたとの
成果が出ています。

具体的な取組みは。�

県と市が事業費を折半して
計画に取り組みます。また、
大規模栗園の開園や新植、機
械購入に対する補助などに
より、栗の振興を図ります。

育成事業で、農業の受入研修先
の確保はできているのか。
これまでの新規就農者の受入先
を確保していますので、後継者
候補の方々の受入体制は整えて
います。

調査研究の内容は。�

31 年の開校をめざして、マー
ケット調査やカリキュラム、学
校の設置場所など、学校の運営
全般にかかる調査を業務委託す
る予定です。

どのように認定するのか？�

公募に手を上げていただいた方の
うち、一定の研修を受講し、活動
内容を定期報告することができ、
情報交換会等の会議に出席いただ
ける方にお願いします。

問

問

問
問

問

問
答

答

答
答

答

答 「おせっかいおばさん、
おじさん」が良縁をサ
ポートします。

よし、今年
もまた買い
に行くぞ。

今年もプレミアム
商品券が発売され
るね。毎年すごく
助かってます！

昨年の PRチラシと商品券（見本）
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■ Pick UP!　３月定例会

86 回丹波市議会定例会を、２月
24 日から３月 25 日まで 31 日間

の会期で開催しました。このページでは、
定例会での質疑のうち主な４議案につい
てご紹介します。

［議案第 1号］丹波市一般会計予算
丹波市地域医療総合支援センター（仮称）整備事業

新設の県立病院に隣接して　市立の
保健・福祉・医療・介護の拠点を整備します

［議案第 1号］丹波市一般会計予算　空き家対策

計画に基づき市内にある空き家
への本格的な対策を開始します

市内の県立・日赤両病院の統合再編が行われ、県立の新病院が整
備されます。これまで両病院が提供してきた診療機能やサービス
については原則として新病院が継承し、在宅医療や健診機能等に
ついては新病院に隣接する丹波市地域医療総合支援センター ( 仮
称 ) が担い、地域包括ケアシステムの中核的な役割を果たします。

空き家等対策は、空き家等の状態により各段階
に応じて、「発生予防対策」「実態把握・意向調査」
「適正管理対策」「利活用対策」「管理不全対策」「相
談・実施体制の整備」の 6つの対策を柱に空き
家の状態や段階に応じて総合的に推進していき
ます。

看護学校の学生寮は決定事項な
のか。
今年度、市で購入する土地の一
部を学生の寄宿舎にしたいと考
えています。

市が駐車場用の土地を購入する
ことになった経緯は。
土地購入については、病院施設
周辺の渋滞緩和を目的とした東

危険空き家の解体については、当該自治会に説明
会を開く予定はあるか。
空き家調査を通じて実態把握もしており、自治会
から要望があれば現地確認や自治会長との協議を
行っています。今後もホームページなどを通じて、
幅広く広報していきたいと考えます。

これまでと同様の削減効果を見込め
ないとはどういうことか。また効率
的、効果的、多様な働き方とはなに
を指すのか。
合併のスケールメリットを最大限生
かし徹底した行政改革に取り組んだ
第１次・第 2次の成果と比べると、
人員削減による人件費の減額や地方
債の繰り上げ償還、事務事業の見直
しも決してやりやすい状態では無い
と考えています。また、専門的な能
力を持つ人材や、分野を特定して働
く等、正規の任期付職員の制度等も
含めて、市役所内の多様な働き方を
促進するよう検討していきます。

側からの進入路の確保、一般利
用者と職員駐車場の確保、雨水
の一時貯留施設の整備、看護学
校の寄宿舎建設を目的として農
地を購入する経費を計上しまし
た。整備は市で行いますが、県
市双方が直接受益を受けるもの
については、県と市で負担割合
を決めていきます。

問

問

問

問

答

答

答

答

在
宅
医
療
や
健
診
機
能
な
ど
を

総
合
的
に
担
う

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
を

整
備
し
ま
す
。

第

↗
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■ Pick UP!　３月定例会

３月定例会　２月 24日～３月 25 日（会期 31 日間）
委員会付託議案：総務 21件、民生 6件、産業建設 17件、予算特別 25件

条例の改正や補正予算などを含む
69議案について慎重に審議

［議案第 1号］丹波市一般会計予算　ふるさと納税

時代の流れに対応した施策で
寄附者の増加をめざします

[ 議案第 18 号］第３次丹波市行政改革プラン策定

将来にわたって安定した行財政運営を
維持するために行革プランを更新します

全国的に人気が上昇している「ふるさと納税」。市でも数年前ま
では年間平均 50件ほどだった寄附件数が、205件、1245 件と
順調に増加しており、そのほとんどが市外からの寄附です。全国
からの寄附者のさらなる増加をめざし、返礼品を増やしたり PR
に力を入れたりするなど取組みを強化するものです。

将来にわたって安定した行財政運営を維持するためのビ
ジョン（将来展望）として、「第３次丹波市行政改革プラン」
（平成 28年度～平成 36年度）をつくり、第２次丹波市
総合計画の実現をめざすものです。
これまでの行政改革により約 154億円の効果額等はあっ
たものの、人員削減の進捗に比べ財政規模は横ばい状態
であり、職員数と事業量のバランスが悪い状態にありま
す。第３次行革プランでは、市民や中間支援組織にも活
躍いただきながら、構造的に解決していくべき課題等に
取り組んでいきます。

これまでとは違い、返礼を段
階的なものとするようだが、
どのような内容となるのか。
これまでは、3万円以上の寄
附の場合のみ 4千円程度の返
礼をしていましたが、今年度
は返礼の基準額を 1万円まで
引き下げ、30万円まで段階的
に、幅広く寄附額に応じた返
礼を行っていきたいと考えて
います。

職員適正化計画で、職員をこれ以上
減らすのは無理ではないか。
600 人体制をめざしていましたが、
消防署・看護学校の職員の増員があ
り現在 665 人です。平成 34 年に
630人をめざします。
任期付き職員、民間からの派遣出向
など新たな雇用形態を検討するとし
ているが、官製ワーキングプアをま
た生み出すのではないか。再任用制
度を早く実施すべきではないか。
生み出すとは考えていません。再任
用制度は２年後に実施します。
（行革プランにある）公共交通網の整
備とは。
庁舎、支所の検討とセットで考えて
います。将来的に検討が必要な支所
の統合を考える際、公共交通網を整
えないと不公平がおきてしまうこと
を危惧しており、公共交通網の整備
もあわせて考えます。

ふるさと納税の経済的な波及
効果は。
市外の納税者が多く経済効果
は大きいと考えますが、その
後に商品をリピート購入され
ているかどうかは把握できて
いません。ただ、栗や黒大豆
は問い合わせが殺到して品切
れとなったものもあり、影響
は相当大きかったと考えてい
ます。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

500

0 H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26　H27　

16000

0
205

1245件

寄附件数 ( 件 )

寄附金額(万円)

77   76 57 54 50 52

1億 6950万円　

5123

( 万円 )

668　756　575　874　1163　635　　

( 件 )

1000

5000

（上）全国すべての自治体の「お礼の品」
と「使い道」が掲載されているポータル
サイト「ふるさとチョイス」。（下）ふる
さと納税の年度別寄附金額と件数の推
移。１口１千万円以上の寄附や寄附者の
増加により、平成 26 ～ 27 年度にかけ
て大幅にアップした。

3月
定例会

ふるさとチョイス　丹波市 検索
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■常任委員会・補正予算特別委員会

予算特別委員会総務常任委員会

［議案第 14 号］朝阪・福田辺地に係る公共的施設の総合
的な整備に関する財政上の計画の策定（福田坂改修）

福田坂の急勾配・急カーブ箇所の
改修のため整備計画をつくります

［議案第 15 号］阿草辺地に係る公共的施設の総合的な
整備に関する財政上の計画の策定（橋と市道新設）

橋梁架設工事と市道新設工事のため
整備計画をつくります

地元住民の要望を十分聞いているのか。�

十分聞いています。勾配もカーブも緩くなり、観
光バスも通過できます。

橋と市道の幅員はどのくらいか。�

橋も市道も幅員４ｍです。橋の上から恐竜発見現
場周辺を見ることができます。

問

問

答

答

［議案第 53 号］一般会計補正予算（第６号）
歳入では、市税、地方交付税、国県補助金など
を増額する一方、基金繰入金、市債を減額。歳
出では、国の補正予算による追加事業分を増額
して繰り越し、事業精査による減額など、歳入
歳出 6.8 億円を減額補正しました。

篠山清掃センター運営負担金について

12 月補正予算から一旦削除されて以降の経過と、
今後の方向性は。
篠山清掃センターの検討状況について、１月 13
日の両市副市長協議で規模縮小について協議した
ところ、即日、管理委託業者に情報収集するとと
もに、国に規模縮小した場合も補助対象となるか
確認中です。長寿命化についても、規模縮小を含
め検討していくと 2月開催の運営協議会でも回答
を得ました。今後とも連携を密に対応したいと考
えています。

問

答

12 月の補正予算で、「篠山市と施設運営経費の
負担割合の見直しを進めるべき」との議会の意
見を受け一旦削除されていましたが、今回再計
上され可決しました。

「１億総活躍社会」の実現に向けて
地方創生加速化交付金を計上

加速化交付金の進捗状況と今後の予定は。�

予算は 27 年度中に確保し、実施は翌年度に予定
しています。３事業を国に申請中です。

問

答

各自治体が地方版総合戦略の先駆性を高め、地
方の雇用創出や新しい人の流れ、まちの活性化
などの実現に寄与することなどが期待されてい
ます。

福祉バス運営事業の減額について

対象者が減ったのか、利用者が減ったのか。�

200 件の見込みで 50件の減と合わせ、満額５万
円の申請に満たないものが多数あり減額となりま
した。

問

答

道路運送法の改正により、新たにバス借上げ補
助事業を平成 27年度から開始したことに関し
て、当初予算よりも 336万円減額となりました。

朝阪・福田辺地の市道特 16 号線について、峠
部分の急勾配急カーブ箇所の改修工事のため、
新たに辺地総合整備計画をつくるものです。
事業期間：平成 28年度～５年間
事業費：2億 9千万円（辺地対策事業債）

阿草辺地の市道青田阿草線で、大規模な法（の
り）面崩壊により通行止めになっていることか
ら、篠山川を渡る橋梁架設工事と市道新設工事
を実施するため、新たに整備計画をつくるもの
です。
事業期間：平成 28年度～５年間
事業費：6億 6千万円（辺地対策事業債）

決
議
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号
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請
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ま
し
た
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■常任委員会・補正予算特別委員会

民生常任委員会産業建設常任委員会

［議案第 37 号］市立ふれあい交流施設条例を廃止する
条例の制定

JR石生駅のふれあい交流施設を廃止し
今後の利活用を考えます

［議案第 33 号］市立大杉ダム自然公園に係る指定管理
者の指定

大杉ダム自然公園の指定管理者を
前山地区自治振興会に指定します

指定管理料で、過去５年間の実績と 32 年までの
見込み額が毎年約 30万円なのに対し、27年度だ
けが 180万円余だったのはなぜか。
豪雨災害復旧の一部負担で、前山地区自治振興会
による流木の取り除きなどの経費です。

問

答

［議案第 31 号］指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例改正

介護予防認知症対応型通所介護施設に運営推進
会議を設置し、地域との交流を義務付けます。

運営推進会議のメンバーは。また、地域との交流
はどうするのか。
利用者とその家族、地域住民の代表、市職員等で
構成されます。交流は、自治会等と連携します。

問

答

JR 石生駅にあるふれあい交流施設は、観光情報
の発信と都市との交流の場として設置され、市
観光協会で管理運営されてきました。しかし、
利用者の減少や市観光協会の中期計画に基づく
観光案内所の整理統合による閉鎖に伴い、同条
例を廃止するものです。

市立大杉ダム自然公園（市島町徳尾）の指定管
理者を、平成 28 年度から５年間、前山地区自
治振興会とするものです。

観光案内所と１階喫茶店
が廃止される、今後の活
用策については地元と調
整中です。

［用語解説］
指定管理者　市などが行う公共施設の管理・運営を代行して行
う各種法人・団体（委託とは異なる）。
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。

　

委
員
は
議
員
９
人
で
、
任

期
は
平
成
28
年
３
月
25
日
か

ら
調
査
終
了
ま
で
。

丹波市中小企業及び
小規模企業振興基本条例に
関する調査特別委員会を
設置しました

丹波市議会初！市議会による施策に関する条例の制定に向け特別委員会で調査研究中。
※議会基本条例や定数条例のように、議会自らの事項を定める条例・規則や、議決事項を定める条例などの制定はこれまでから行っていますが、市の一般施策に関して議会から提案して制定された条例は、丹波市ではこれまで例がありません。
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議案第2、3、5、7～11、13号
平成28年度
国民健康保険特別会計事業勘定
国民健康保険特別会計直診勘定、
介護保険特別会計サービス事業勘定、
訪問看護ステーション特別会計、地方卸売市場特別会計、
駐車場特別会計、看護専門学校特別会計、
農業共済特別会計、下水道事業会計

議案第53号～62号、64号
平成27年度一般会計（第６号）
国民健康保険特別会計事業勘定（第２号）
国民健康保険特別会計直診勘定（第２号）
介護保険特別会計保険事業勘定（第３号）
介護保険特別会計サービス事業勘定（第３号）
後期高齢者医療特別会計（第２号）
訪問看護ステーション特別会計（第２号）
市立地方卸売市場特別会計（第２号）
看護専門学校特別会計（第３号）
農業共済特別会計（第３号）
下水道事業会計（第３号）の各会計補正予算
承認第２号
議案第53号平成27年度一般会計補正予算（第６号）の原案訂正

同意第1～3号
人権擁護委員の候補者の推薦

CLOSE
UP!

■議案審議結果
３月定例会　議案の審議結果

会期：２月24日～３月25日

■全員賛成で可決した議案

■賛否が分かれた議案

予算 補正予算（３月）

人事案件

【詳細は２～５ページ参照】 【詳細は８ページ参照】

項目 議案番号 件　　　　　　　　名
承認 1 税条例等の一部改正
同意 1 人権擁護委員の候補者の推薦

2 人権擁護委員の候補者の推薦
3 人権擁護委員の候補者の推薦

議案 14 朝阪・福田辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関す
る財政上の計画の策定

15 阿草辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政
上の計画の策定

16 徳尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政
上の計画の策定

17 大名草辺地、大稗辺地、小稗辺地、遠阪辺地に係る公共
的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の策定

19 表彰条例の一部改正
20 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例の制定
21 行政不服審査会設置条例の制定
22 職員の給与に関する条例等の一部改正
23 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
25 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正
26 まなびの里づくり協議会設置条例の制定
27 男女共同参画計画等策定委員会設置条例の制定
28 市有財産の無償譲渡（三方自治会）
29 消防団員等公務災害補償条例の一部改正
31 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定
める条例の一部改正

項目 議案番号 件　　　　　　　　名
議案 32 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準等を定める条例の一部改正
33 市立大杉ダム自然公園に係る指定管理者の指定
34 市立生郷交流会館に係る指定管理者の指定
35 市立交流会館かどのの郷に係る指定管理者の指定
36 農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価の決定
37 市立ふれあい交流施設条例の廃止
39 市立青垣木工センター条例の廃止
40 市道路線の廃止（市道特 32号線）
41 市立石生第１公園に係る指定管理者の指定
42 市立石生第２公園に係る指定管理者の指定
43 市立西中東公園に係る指定管理者の指定
44 市立西中西公園に係る指定管理者の指定
45 市立西中南公園に係る指定管理者の指定
46 市立西中北東公園に係る指定管理者の指定
47 市立西中北西公園に係る指定管理者の指定
48 市立喜多農村公園の廃止
49 市立公園条例の一部を改正する条例の制定
50 火災予防条例の一部を改正する条例の制定
51 アフタースクールの設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正
52 特別職に属する非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正
65 氷上多可衛生事務組合規約の変更
66 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正
発議 1 中小企業及び小規模企業振興基本条例に関する調査特別

委員会の設置

議案
番号 件　　　名 結果

賛　
成

反　
対

垣
内　
廣
明

坂
谷　
高
義

木
戸
せ
つ
み

岸
田　
　
昇

平
井　
孝
彦

前
川　
豊
市

西
脇　
秀
隆

西
本　
嘉
宏

田
坂　
幸
恵

藤
原　
　
悟

足
立　
克
己

太
田　
一
誠

太
田
喜
一
郎

山
本　
忠
利

土
田　
信
憲

横
田　
　
親

荻
野　
拓
司

林　
　
時
彦

臼
井
八
洲
郎

奥
村　
正
行

1 一般会計予算 原案可決 16 2 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐
4 介護保険特別会計保険事業勘定予算 原案可決 16 2 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐
6 後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 16 2 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐
12 水道事業会計予算 原案可決 14 4 ‐ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ‐
18 第3次丹波市行政改革プランの策定 原案可決 16 3 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

24 人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

38 市立さんなん観光案内所条例を廃止
する条例の制定 原案可決 16 3 ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

63 水道事業会計補正予算（第2号） 原案可決 14 5 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ‐
請願
第2号

若者も高齢者も安心できる年金制度
の実現を求める請願 不採択 2 16 ‐ × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × ‐

決議
第1号 監査請求に関する決議 可決 12 5 ‐ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ‐ × ○ ‐

※�決議第 1号� P8 参照
※賛成・反対討論については、討論を行った議員の欄を朱色で網かけしています。

※議長は特別多数議決を除き採決に加わりません。
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市政をただす！

３月定例会一般質問
９会派の代表と９人の議員が、市政に対する一般質問を行いました

各議員が決める

質問内容は、議案とは
関係なく議員個人が決
め、市の見解を求めま
す。

３月は代表質問も

３月定例会では、各会派
代表による代表質問も
行われました。質問順序
は、前回２番目に質問し
た会派からです。

制限時間は60分

議員一人あたりの制限
時間は60分です。一問
一答方式で行い、答弁
を市長や各部長に求め
ます。

28
年
度
予
算
は
、

計
画
を
具
現
化
す

る
予
算
と
さ
れ
、
一
般

会
計
は
３
９
３
億
円
と

こ
れ
ま
で
の
最
大
規
模

に
な
っ
て
い
る
。
財
政

見
通
し
で
は
32
年
度
か

ら
赤
字
と
な
る
。
毎
年

10
億
円
ぐ
ら
い
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
合
併
特

例
債
や
基
金
を
取
り
崩

す
現
状
か
ら
、「
持
続
可

能
な
財
源
」と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

現
在
、
本
市
の
財

政
は
、
比
較
的
安

定
し
た
状
態
を
維
持
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
予
算

規
模
の
増
大
要
因
が
あ

り
、
予
算
の
見
直
し
や
第

３
次
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

２
病
院
を
統
合
し

た
新
病
院
の
開
設

に
合
わ
せ
、
市
が
整
備

す
る
「
丹
波
市
地
域
医

療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
機
能
強
化

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

医
療
と
健
康
や
福

祉
、
介
護
の
分
野

で
連
携
を
図
り
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の

促
進
は
、
今
後
、

官
民
協
働
で
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
考
え
か
。

必
要
な
業
務
概
要

は
市
で
決
め
ま
す

が
、
企
画
運
営
は
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
の
財
政
は

持
続
可
能
な
財
源
な
の
か

［
代
表
質
問
］
新
生
会�

荻
野
拓
司�

議
員

市
立
看
護
学
校
は

医
師
よ
り
も
不
足

し
て
い
る
看
護
師
の
育

成
と
地
元
定
着
の
二
つ

の
使
命
が
あ
る
と
考
え

る
。
生
徒
数
、
学
力
育

成
、
地
元
定
着
、
学
生

寮
の
考
え
方
を
聞
く
。

老
朽
化
し
た
校
舎

の
建
て
替
え
に
よ

る
教
育
環
境
の
整
備
を

し
て
、
他
校
と
比
べ
て

授
業
料
が
安
い
こ
と
、

長
い
歴
史
の
中
で
多
く

の
看
護
師
を
輩
出
し
て

き
た
こ
と
な
ど
学
校
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

国
家
試
験
の
合
格
率
を

１
０
０
％
に
近
づ
け
、

指
導
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
地
元
定
着
の
た
め
に

は
、
地
域
枠
入
試
や
修

学
資
金
貸
与
制
度
を
実

施
し
、
優
秀
な
学
生
の

確
保
の
た
め
に
は
学
生

寮
も
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

「
家
」
の
存
続
が

難
し
く
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
や
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
考
え
る

べ
き
だ
。

自
治
協
議
会
、
市

民
団
体
、
女
性
の

活
躍
等
の
多
様
な
視
点

を
持
っ
て
、
広
範
で
活

発
な
議
論
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

丹
波
市
立
看
護
専
門
学
校
の

今
後
は

［
代
表
質
問
］
み
ど
り
・
自
由
ク
ラ
ブ�

林　
時
彦�

議
員

問

問

問

問

問 答

答

答

答答

看
護
学
校
卒
業
式

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

丹
の
里
創
生
総
合
戦
略
と

丹
波
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
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■一般質問

奈
義
町
の
「
子
育
て
応
援
宣
言
」

丹
波
市
復
興
プ
ラ
ン

こどもの権利条約の４つの柱

先
の
豪
雨
災
害
に

よ
る
農
地
等
復
旧

に
つ
い
て
、
補
助
金
申

請
期
限
後
に
確
認
さ
れ

た
被
災
案
件
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
の
軽
減
措

置
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

補
助
金
受
付
終
了

後
に
被
災
箇
所
の

報
告
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
が
、
現
時
点
で
は

被
災
時
期
の
判
定
が
困

難
な
こ
と
か
ら
、
通
常

の
補
助
金
制
度
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

復
興
プ
ラ
ン
に
あ

る
「
災
害
メ
モ
リ

ア
ル
公
園
等
整
備
事
業
」

は
ど
の
よ
う
な
構
想
で

事
業
を
進
め
る
の
か
。

豪
雨
災
害
か
ら
得

た
経
験
や
教
訓
を

全
国
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
使
命
と

認
識
し
、
市
民
参
加
の

検
討
委
員
会
を
設
置

子
育
て
応
援
宣
言

を
行
い
、
出
産
祝

金
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、
保
育
料
や

学
校
給
食
費
軽
減
を
。

宣
言
は
意
見
と
し

て
伺
い
ま
し
た
。

出
産
祝
金
や
高
校
卒
業

ま
で
の
医
療
費
無
料
化

は
検
討
し
ま
す
。
保
育

料
は
国
基
準
の
３
割
を

超
え
る
軽
減
を
し
て
お

り
、
給
食
費
の
値
上
げ

を
抑
え
ま
す
。

関
係
地
域
と
の
合

意
が
で
き
な
い
東

芦
田
新
水
源
と
桟
敷
水

源
問
題
は
、
ど
こ
に
問

子
ど
も
は
丹
波
市

の
宝
物
で
す
。
貧

困
、
い
じ
め
、
虐
待
な
ど

か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
に
保
障
さ
れ
た
人
権
を

守
る
子
ど
も
の
人
権
条
例

制
定
の
考
え
は
。

市
民
が
子
ど
も
の

権
利
に
つ
い
て
考

え
、
行
動
す
る
事
が
大

切
と
考
え
ま
す
。
現
段

階
で
は
必
要
な
い
と
考

え
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対

策
で
、
子
育
て
世

し
、
参
画
協
働
の
も
と

に
特
徴
的
な
被
災
箇
所

を
メ
モ
リ
ア
ル
と
し

て
、
観
光
、
学
習
、
体

験
の
周
遊
コ
ー
ス
を
整

備
し
地
域
活
性
化
を
図

る
事
業
と
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
書
式
の
見
直

し
が
必
要
で
は
。

従
来
の
取
組
み
を

継
承
し
つ
つ
見
直

し
、
市
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
く
す
る
視
点

で
取
り
組
み
ま
す
。

題
が
あ
る
の
か
。

水
道
部
へ
の

不
信
と
マ
ン

ガ
ン
に
対
す
る
不

安
が
払
し
ょ
く
で

き
て
い
な
い
こ
と

で
す
。新

水
源
の
廃

止
を
検
討

し
、
氷
上
中
央
か
ら
春

日
へ
の
配
水
量
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

廃
止
の
検
討
は
で

き
ま
せ
ん
。
氷
上

中
央
区
域
の
余
力
は
必

要
で
す
。

市
民
所
得
の
向
上

の
た
め
公
契
約
条

例
の
制
定
と
コ
メ
等
の
価

格
保
障
制
度
の
検
討
を
。

公
契
約
条
例
は
、

内
部
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
検
討
し
ま

す
。
コ
メ
の
価
格
保
障

は
、
現
在
国
で
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

帯
の
経
済
・
生
活
状
況

の
実
態
調
査
が
必
要
と

考
え
る
が
。

国
の
補
助
金
の
活

用
を
検
討
し
ま
す
。

い
じ
め
・
不
登
校

で
、
教
師
と
の
信

頼
関
係
と
人
間
力
の
熟

成
が
重
要
と
考
え
る
が
。

学
校
の
組
織
力
と

教
員
の
資
質
向
上

を
図
り
ま
す
。

児
童
館
で
の
中
・

高
生
の
活
用
策
は
。

児
童
館
の
設
置
趣

旨
か
ら
活
用
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

障
が
い
者
や
ニ
ー

ト
・
ひ
き
こ
も
り

の
就
労
相
談
の
対
応
は
。

福
祉
就
労
か
ら
一

般
就
労
へ
と
多
様

な
働
き
方
で
、
能
力
発

揮
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
事
業
に
つ
い
て

［
代
表
質
問
］
市
民
ク
ラ
ブ�

土
田
信
憲�

議
員

「
子
育
て
応
援
宣
言
」
で

施
策
の
充
実
を

［
代
表
質
問
］
日
本
共
産
党
議
員
団�

西
本
嘉
宏�

議
員

子
ど
も
の
権
利
を
守
る

条
例
の
制
定
は

［
代
表
質
問
］
丹
民
ク
ラ
ブ�

平
井
孝
彦�

議
員

問

問

問

問
問

問

問問問

問

問

問 答

答

答

答

答答
答

答

答答答答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。
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■一般質問

本
庁
舎
の
機
能
集

約
と
整
備
統
合
を

早
く
進
め
て
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
庁
内
で
の

検
討
か
ら
着
手
し
、

議
会
や
、
市
民
の
代
表

を
含
む
委
員
会
で
の
意

見
を
聞
き
取
組
み
ま
す
。

庁
舎
整
備
計
画
に

民
間
活
力
の
導
入

と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
等

の
導
入
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

整
備
計
画
を
進
め
る

中
で
必
要
に
応
じ
並

行
し
て
検
討
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
所
移

転
後
の
水
防
セ
ン
タ
ー

は
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

本
来
の
目
的
で
あ

る
水
防
・
防
災
の

拠
点
と
し
て
体
制
の
整

備
を
し
ま
す
。

上
下
水
道
部
の
施

設
集
約
は
早
急
に

安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
は
計

画
的
に
減
災
対
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。そ
の
為
の
対
応
は
。

継
続
し
て
減
災
対

策
の
現
地
調
査
や

対
応
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
今
後
も
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か

ら
防
災
・
減
災
対
策
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

加
古
川
流
域
の
内

水
対
策
は
調
査
も

終
わ
り
、
方
針
が
出
さ

れ
た
も
の
と
思
う
が
、

今
後
の
対
応
は
。

応
地
川
で
は
、
さ

ら
に
詳
細
な
状
況

確
認
を
進
め
最
適
な
対

策
案
の
抽
出
を
行
っ
て

い
き
ま
す
が
、
も
う
少

し
時
間
を
要
し
ま
す
。

そ
の
間
の
備
え
と
し
て
、

仮
設
ポ
ン
プ
で
の
対
応

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
次
行
革
プ
ラ

ン
で
は
、
庁
舎
の

集
約
と
交
通
網
の
整
備

を
一
体
的
に
取
り
組
む

検
討
の
結
論
を
早
期
に

と
あ
る
が
、い
つ
頃
か
。

31
年
度
ま
で
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
で
も
、
行

政
機
能
を
確
保
し

継
続
的
に
業
務
が
遂
行

で
き
る
計
画
策
定
を
。

組
織
と
し
て
の
機

能
が
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
遂
行
体
制
を

検
討
し
ま
す
。

国
家
公
務
員
や
大

学
研
究
者
、
民
間

の
人
材
を
市
長
の
補
佐

役
と
し
て
派
遣
す
る
地

方
創
生
人
材
支
援
制
度

を
受
け
入
れ
な
い
の
か
。

ど
の
よ
う
な
分
野

に
ど
の
よ
う
な
専

門
的
能
力
を
有
す
る
人
材

を
求
め
る
の
か
活
用
は
慎

進
め
る
べ
き
だ
。

地
域
医
療
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
開
設
に
合
わ
せ

平
成
30
年
度
に
取
組
み

ま
す
。教

育
委
員
会
は
本

庁
舎
周
辺
に
移
設

す
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

本
庁
舎
周
辺
の
利

用
可
能
な
施
設
の

状
況
を
踏
ま
え
検
討
し

ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
は
、

財
政
状
況
を
考
え
、
部

署
間
の
枠
を
超
え
た
幅

広
い
メ
ニ
ュ
ー
の
選
択

や
検
討
が
必
要
で
は
。

部
署
間
を
超
え
た

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー

の
中
か
ら
互
い
に
知
恵

を
出
し
合
い
、
検
討
・

協
議
し
て
い
く
と
い
う

視
点
は
重
要
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
引
き

続
き
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

重
に
検
討
し
ま
す
。

市
が
委
託
し
市
の

補
助
金
を
受
け
て

活
動
す
る
中
間
支
援
組

織
で
は
な
く
、
行
政
等

に
提
言
で
き
る
組
織
の

育
成
を
し
て
は
。

中
間
支
援
組
織
は

丹
波
市
に
は
必
要

で
あ
り
育
成
し
て
い
く
と

と
も
に
、
公
正
性
、
公
平

性
、
透
明
性
を
高
め
、
公

的
資
金
が
財
源
に
な
る
に

相
応
し
い
組
織
と
し
て
改

善
を
図
り
ま
す
。

本
庁
舎
の
機
能
集
約
及
び

整
備
統
合
は

［
代
表
質
問
］
新
風
会�

太
田
喜
一
郎�

議
員

減
災
へ
の
対
応
は

［
代
表
質
問
］
丹
の
会�

垣
内
廣
明�

議
員

シ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

導
入

［
代
表
質
問
］
丹
政
ク
ラ
ブ�

岸
田　
昇�

議
員

問

問

問

問

問

問

問問

問

問問問 答

答答

答答

答

答

答答答

答

答

市役所本庁舎

床上浸水した住居

第３次丹波市行政改革プラン
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■一般質問

市
の
取
組
み
は
。

こ
の
２
月
に
、
全

職
員
を
対
象
に
同

法
の
周
知
と
手
話
言
語

条
例
の
説
明
会
を
実
施

し
、
今
後
は
不
当
な
差

別
的
取
り
扱
い
に
あ
た

る
具
体
例
や
合
理
的
配

慮
の
事
例
等
を
示
し
た

職
員
対
応
要
領
の
策
定

な
ど
も
進
め
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
普
及
啓

発
に
努
め
る
ほ
か
、「
障

が
い
者
理
解
の
出
前
講

座
」
を
実
施
し
、
自
治
会

や
事
業
所
等
で
の
開
催
を

働
き
か
け
、
支
援
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

教
育
現
場
の
取
組

み
は
。

小
中
学
校
教
職
員

対
象
に
法
の
趣

旨
、
経
過
、
保
護
者
と

の
合
意
形
成
の
図
リ

青
垣
小
学
校
の
開

校
が
29
年
４
月
で

あ
る
。
統
合
の
前
年
度

と
し
て
統
合
前
の
多
く

の
業
務
に
対
応
す
る
た

め
に
は
人
的
配
置
が
絶

対
必
要
で
あ
る
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

統
合
へ
の
準
備
と

統
合
後
の
学
校
づ

く
り
に
向
け
た
支
援
等

は
、
学
校
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
も
、
人

事
配
置
を
含
め
学
校
支

援
策
を
講
じ
、
円
滑
な

開
校
を
目
指
し
ま
す
。

今
年
の
12
月
が
市

長
の
任
期
で
あ

り
、
市
民
の
関
心
も
高

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
四

期
目
に
向
け
た
市
長
の

考
え
は
。

今
は
新
年
度
の
予

算
を
提
案
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
答

市
民
の
「
安
全
、

安
心
」
の
た
め
に

高
浜
原
発
再
稼
働
に
市

長
と
し
て
反
対
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、

市
の
「
原
子
力
災
害
対

策
」
を
策
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

国
策
と
し
て
す
す

め
ら
れ
て
い
る
原

発
再
稼
働
に
反
対
を
表

明
す
る
立
場
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
原

子
力
災
害
対
策
に
つ
い

て
は
今
年
度
開
催
さ
れ

た
防
災
会
議
に
お
い

て
、
地
域
防
災
計
画
の

改
定
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。地

域
活
性
化
の
た

め
に
、
自
治
協
議

会
と
の
連
携
を
密
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
人

口
減
少
が
著
し
い
地
域

に
特
別
対
策
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

方
、
合
理
的
配
慮
の
視

点
に
立
っ
た
具
対
的
支

援
方
法
等
周
知
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

来
年
度
は
、
特
別
支
援

教
育
支
援
・
介
助
員
の

増
員
、
看
護
介
助
員
の

配
置
等
の
基
礎
的
環
境

整
備
を
充
実
さ
せ
る
予

定
で
す
。

た
ん
ば
市
祖
父
母

手
帳
に
つ
い
て

研
究
し
冊
子
な
ど

も
含
め
て
検
討
し

ま
す
。

え
で
き
る
考
え
は
持
ち
合

わ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
。

氷
上
町
の
東
・
南

地
区
の
認
定
こ
ど

も
園
に
つ
い
て
、
地
域

協
議
会
で
の
協
議
結
果

は
、
生
郷
で
一
園
、
沼

貫
で
一
園
を
希
望
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
以

前
の
答
弁
ど
お
り
の
対

応
を
さ
れ
る
の
か
。

地
域
協
議
会
の
協

議
結
果
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
方
向
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
市
民
活

動
課
を
中
心
に
、

自
治
協
議
会
へ
の
個
別

訪
問
を
昨
年
７
月
か
ら

８
月
に
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
連
携
を
密
に
し

て
い
き
ま
す
。
人
口
減

少
対
策
は
「
丹
の
里
総

合
戦
略
」
に
お
い
て
自

然
減
を
く
い
止
め
、
社

会
増
に
転
じ
る
具
体
的

施
策
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
特
定
の
地
域
に

限
定
し
た
施
策
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
は

［
代
表
質
問
］
公
明
党�

田
坂
幸
恵�

議
員

学
校
統
合
前
に
は

現
学
校
に
人
的
配
置
を

［
個
人
質
問
］�

前
川
豊
市�

議
員

高
浜
原
発
再
稼
働
に

反
対
す
べ
き
で
は
な
い
か

［
個
人
質
問
］�

西
脇
秀
隆�

議
員

問

問

問

問問

問

問

問 答

答

答答

答

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

統
合
開
校
す
る
青
垣
小
学
校
の

完
成
予
想
図
と
校
章

事
故
後
の
福
島
第
一
原
発

さいたま市祖父母手帳
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■一般質問

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
校
舎

の
活
用
を
（
神
楽
小
学
校
）

遠
阪
地
区
が
環
境

省
が
選
定
す
る
重

要
里
地
里
山
に
選
ば
れ
た

が
、
選
定
を
受
け
市
は
ど

の
様
に
取
り
組
む
の
か
。

行
政
、
地
域
住
民
、

環
境
保
全
活
動
団

体
等
と
協
力
し
て
支
援

の
仕
方
を
検
討
し
ま
す
。

東
芦
田
新
水
源
の

運
用
案
が
、青
垣
、

幸
世
地
区
に
示
さ
れ
た

が
そ
の
後
の
結
果
は
。

両
地
区
と
も
「
運

用
案
を
前
向
き
に

受
け
入
れ
る
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
東

芦
田
新
水
源
の
使
い
方

で
詳
細
な
事
項
の
協
議

が
必
要
で
す
。

新
規
就
農
し
た
人

が
様
々
な
理
由
に

よ
り
就
農
を
断
念
す
る

事
を
、
市
は
ど
の
様
に

把
握
し
て
い
る
か
。

青
垣
地
域
の
小
学

校
統
合
で
「
学
び

の
場
」
を
如
何
に
考
え

る
か
。「
平
成
た
ん
ば

塾
」
は
地
域
で
柏
高
Ｓ

Ｇ
Ｈ
等
を
活
か
す
考
え

は
な
い
の
か
。

学
び
の
場
は
旧
小

学
校
区
と
考
え
、

学
校
の
取
組
み
に
加
え
て

各
地
域
で
も
ふ
る
さ
と
の

良
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

顔
見
知
り
の
活
動

が
で
き
な
い
か
。

市
民
・
議
会
・
市
・

社
協
を
巻
き
込
ん

だ
提
案
を
考
え
ま
す
。

病
院
の
跡
地
利
用

の
具
体
化
は
。

概
ね
28
年
度
末
を

目
途
に
検
討
し
県

に
要
望
を
考
え
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
応
援
支
援
施

今
後
、
各
支
所
の

機
能
強
化
が
必
要

で
は
。支

所
機
能
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、

そ
の
取
組
み
に
併
せ

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
検

討
し
ま
す
。

青
垣
地
域
の
小
学

校
統
合
後
の
旧
三

校
舎
の
有
効
活
用
を
。

小
中
学
校
・
廃
校

舎
施
設
等
・
活
用

検
討
会
議
に
お
い
て
利

市
等
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、市
、

Ｊ
Ａ
、
丹
波
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
で
構
成

し
て
い
る
丹
波
地
域
就

農
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ

り
情
報
を
一
括
管
理

し
、
就
農
前
か
ら
就
農

後
ま
で
の
支
援
を
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
情
報
共
有
し

て
い
ま
す
。

策
が
な
い
の
か
。
新
型

交
付
金
支
援
施
策
や
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

総
合
戦
略
化
等
、
企
業

が
寄
附
を
し
た
場
合
優

遇
税
制
を
仕
掛
け
、
個

人
版
ふ
る
さ
と
納
税
も

含
め
、「
世
界
へ
頑
張
る

子
ど
も
に
特
化
し
た
支

援
応
援
」
が
丹
波
市
の

交
流
人
口
や
財
源
の
確

保
に
役
立
つ
の
で
は
。

市
民
の
主
体
的
な

応
援
に
連
携
し
検

討
し
ま
す
。

活
用
に
関
す
る
基
本
方

針
を
策
定
し
ま
し
た
。

公
共
的
な
施
設
と
し
て

の
利
活
用
が
で
き
な
い

場
合
は
、
校
区
住
民
の

み
な
さ
ん
と
十
分
協
議

を
行
い
ま
す
。

均
衡
あ
る
地
域
振
興

を
図
る
た
め
地
域
振

興
基
金
の
有
効
活
用
を
。

公
共
交
通
対
策
な

ど
も
含
め
て
、
市

の
重
要
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
事
業
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

丹
波
フ
ァ
ン
拡
大

等
の
た
め
に
、
ふ

る
さ
と
寄
附
金
の
制

度
・
周
知
に
さ
ら
な
る

工
夫
を
。

魅
力
的
な
記
念
品

を
取
り
揃
え
る
と

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
上
の
宣
伝
広
告
等
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
寄
附
者

の
増
加
に
努
め
ま
す
。

青
垣
、
遠
阪
地
区
重
要

里
地
里
山
に
つ
い
て

［
個
人
質
問
］�

足
立
克
己�

議
員

子
ど
も
に
郷
土
愛
の

感
じ
ら
れ
る
施
策
を

［
個
人
質
問
］�

太
田
一
誠�

議
員

地
域
の
活
性
化
対
策
の

取
組
み
を
問
う

［
個
人
質
問
］�

藤
原　
悟�

議
員

問

問

問

問

問

問

問問問

問問 答

答

答

答

答

答答

答 答

答答

平
野
地
区
の
住
民
参
加
型
森
林

整
備
事
業

企業や自治会が応援する中でのWCの様子
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■一般質問

東
芦
田
新
水
源
は

今
回
の
運
用
案
か

ら
し
て
不
必
要
な
の
で

は
な
い
か
。
何
故
、
廃

止
で
き
な
い
の
か
、
そ

の
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
べ
き
だ
。

丹
波
市
の
各
浄
水

場
は
、
そ
の
計
画

給
水
区
域
内
に
お
け
る

最
大
の
給
水
量
に
対
応

で
き
る
だ
け
の
能
力
を

確
保
す
る
よ
う
に
整
備

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
東
芦
田
新
水
源
も

こ
の
点
か
ら
必
要
で
あ

り
、
廃
止
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

桟
敷
浄
水
場
か
ら

春
日
へ
の
水
融
通

を
抑
え
る
こ
と
が
解
決

へ
の
道
だ
。
氷
上
中
央

浄
水
場
か
ら
も
っ
と
増

量
で
き
な
い
か
。

氷
上
中
央
浄
水
場
の

余
力
は
必
要
で
す
。

地
震
に
強
い
丹
波

市
へ
企
業
誘
致
を

強
力
に
呼
び
か
け
て
は
ど

う
か
。
氷
上
工
業
団
地
が

な
く
な
っ
た
今
、
柏
原
病

院
跡
地
を
工
業
団
地
に
指

定
し
て
は
ど
う
か
。

恐
竜
化
石
が
発
見

さ
れ
た
よ
う
に
太

古
の
昔
か
ら
地
殻
変
動

や
大
地
震
が
な
い
こ
と

を
企
業
に
宣
伝
し
誘
致

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

柏
原
病
院
跡
地
は
28
年

度
か
ら
市
で
検
討
会
議

を
設
け
、
県
と
相
談
し

ま
す
。雇

用
促
進
住
宅
の

半
数
１
５
０
戸
は

現
在
住
ん
で
お
ら
れ

る
。
市
は
雇
用
促
進
住

宅
を
市
営
住
宅
と
し
て

購
入
す
べ
き
だ
。
佐
用

町
や
相
生
市
は
購
入

し
、
３
年
後
か
ら
黒
字

で
運
営
し
て
い
る
。

丹
波
市
内
の
空
き

家
対
策
が
、
他
市

と
比
較
し
て
特
徴
的
な

点
は
。空

き
家
対
策
の
あ

ら
ゆ
る
メ
ニ
ュ
ー

を
網
羅
し
た
点
を
は
じ

め
、
空
き
家
を
発
生
さ

せ
な
い
対
策
、
適
正
管

理
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

兵
庫
県
の
推
進
す

る
カ
ム
バ
ッ
ク

ひ
ょ
う
ご
東
京
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
は
。

今
年
度
は
こ
れ
ま

で
丹
波
市
に
移
住

さ
れ
た
方
に
関
す
る
定

期
的
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
を
前
提
と
し
、

移
住
相
談
案
件
が
大
幅

に
増
加
す
る
東
京
圏
で

の
移
住
支
援
に
向
け
て

県
に
も
働
き
か
け
つ
つ
、

よ
り
効
果
的
な
移
住
施

策
を
検
討
し
ま
す
。

市
の
「
運
用
案
」

に
つ
い
て
幸
世
地

区
自
治
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
賛
否
両
論
あ
る
。
こ

の
市
の
「
運
用
案
」
で

は
地
域
の
了
解
が
得
ら

れ
な
い
。
市
は
そ
れ
で

も
押
し
進
め
る
の
か
。

市
と
し
て
は
地
域

の
意
見
も
取
り
入

れ
、
こ
の
「
運
用
案
」

を
提
案
し
た
の
で
、
こ

の
「
運
用
案
」
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

丹
波
市
は
購
入
し

ま
せ
ん
。
30
年
ま

で
に
民
間
が
買
収
し
な
け

れ
ば
住
民
は
退
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
住
宅
相
談

窓
口
を
設
け
ま
す
。

丹
波
市
が
生
き
残

る
に
は
市
を
運
営

す
る
新
た
な
人
材
が
必

要
だ
が
市
長
の
考
え
は
。

国
の
地
方
創
生
人

材
支
援
制
度
や
地

域
お
こ
し
企
業
人
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

丹
波
市
で
も
「
子

ど
も
食
堂
」
の
よ

う
な
場
づ
く
り
の
支
援

が
で
き
な
い
か
。

重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
現
状

は
マ
ン
パ
ワ
ー
に
課
題

が
あ
り
、
市
民
主
導
の

継
続
的
な
取
組
み
が
創

成
・
実
践
さ
れ
て
い
く

際
に
、
市
と
し
て
協
力

や
支
援
で
き
る
部
分
で

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

東
芦
田
新
水
源
問
題

解
決
に
向
け
て

［
個
人
質
問
］�

臼
井
八
洲
郎�

議
員

企
業
誘
致
を
積
極
的
に

［
個
人
質
問
］�

木
戸
せ
つ
み�

議
員

空
き
家
・
移
住
・
子
ど
も
の

貧
困
へ
の
対
応
は

［
個
人
質
問
］�

横
田　
親�

議
員

問

問

問

問

問

問

問

問

問 答

答

答

答答

答

答

答

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

氷
上
中
央
浄
水
場

交
流
施
設
用
に
改
築
中
の
空
き
家

県立柏原病院と氷上工業団地の看板
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■一般質問

学
力
向
上
事
業
の

な
か
で
、
丹
波

市
学
習
定
着
度
調
査
、

２
５
９
万
２
千
円
の
予

算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、今
現
在
市
の
児
童・

生
徒
の
学
力
は
他
地
域

と
比
べ
て
向
上
し
て
い

る
か
。市

の
学
力
状
況
に

つ
い
て
は
、
全
国

と
比
較
し
て
同
程
度
と

な
っ
て
お
り
、
又
こ
こ

数
年
で
学
力
が
向
上
し

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

学
校
適
正
規
模
、

適
正
配
置
に
よ
る

新
し
い
学
校
運
営
に
つ

い
て
の
小
規
模
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
導
入
の
話
で

あ
り
ま
す
が
、
今
も
教

育
委
員
会
の
中
で
は
こ

の
こ
と
を
視
野
に
入
れ

て
研
究
さ
れ
て
い
る

か
。

青
垣
、
山
南
地
域

は
も
ち
ろ
ん
、
市

島
地
域
で
も
、
小
規
模

校
を
存
続
さ
せ
る
場
合

の
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
小
規
模
校
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
協

議
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
来
年
度
開
催
予
定

の
春
日
地
域
の
考
え
る

会
に
つ
い
て
も
、
協
議

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

市
の
教
育
の

在
り
方
に
つ
い
て

［
個
人
質
問
］�

坂
谷
高
義�

議
員

問問

答

答

病院
統合
-��2��-

兵
庫
県
知
事
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
新
病
院
の
建
設
に
あ
た
っ
て
特
別
委

員
会
で
協
議
を
重
ね
、
兵
庫
県
知
事
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊　
＊　
＊

◇
新
病
院
の
充
実
に
つ
い
て

　
新
病
院
は
、
丹
波
圏
域
の
中
核
病
院

と
し
て
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で
の
充

実
し
た
医
療
が
提
供
で
き
、
丹
波
の
自

然
と
調
和
し
た
、
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ

る
施
設
と
な
る
よ
う
に
十
分
配
慮
さ
れ

た
い
。

◇
駐
車
場
対
策

　
来
院
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
一
部
高
層
化
も
検

討
す
る
と
と
も
に
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

情
報
を
掲
示
す
る
案
内
板
を
整
備
さ
れ

た
い
。

◇
整
備
費
用
の
負
担

　
セ
ン
タ
ー
の
本
体
工
事
及
び
土
地
取

得
以
外
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県

が
主
体
的
に
負
担
さ
れ
た
い
。

◇
浸
水
対
策

　
建
設
地
周
辺
は
浸
水
被
害
が

起
こ
り
や
す
い
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
建
設
敷
地
内
に
降
っ

た
雨
水
の
一
時
貯
留
施
設
を
整

備
す
る
な
ど
、
周
辺
地
域
の
浸

水
対
策
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

◇
交
通
ア
ク
セ
ス
対
策

　
「
路
線
バ
ス
」

　
市
内
遠
方
地
域
か
ら
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、路
線
の
新
設・

休
止
路
線
の
復
活
・
既
存
バ
ス

路
線
の
見
直
し
を
行
い
、
新
病

院
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

◇
周
辺
道
路
対
策

　
県
道
稲
畑
柏
原
線
萱か
や
刈か
り
峠
の

改
修
等
、
周
辺
道
路
整
備
を
行

い
、
市
道
特
９
号
線
か
ら
敷
地

東
側
へ
の
進
入
道
路
は
施
設
道

路
と
し
て
整
備
さ
れ
た
い
。

国
道
稲
継
交
差
点
の
慢
性
的
な

渋
滞
緩
和
の
た
め
、
交
差
点
改

良
等
に
よ
る
対
策
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

◇
平
日
夜
間
応
急
診
療
、

　
休
日
応
急
診
療
の
充
実

　
夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所
に

つ
い
て
は
、
診
療
科
の
充
実
及

び
診
療
の
継
続
に
向
け
、
輪
番

に
加
わ
れ
た
い
。

北播磨総合医療センターと
公立八鹿病院看護専門学校へ
視察に行ってきました
右から①公立八鹿病院看護専門学校学
生寮について説明を聞く議員　②北播
磨総合医療センター内の案内表示板　
③明るい色調と大きな番号で分かりや
すく表示されたセンター内。

新病院建設まで
の議会の動きを
お知らせします。

建
築
中
の
青
垣
小
学
校

①②③
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市議会ってなに？
- 2 -

11 月 20 日（日）投開票！
第 4 期目 20 人は

18 歳以上のみなさんの投票で

「市議会議員」って何する人？
市議会議員は、市民のみなさんが望んでいるこ
とを市に提案し、より住みよいまちにしていく
お仕事をしています。例えば・・・
＊�市の大切な決まりである「条例」を決めたり、
廃止したりする。（→Ｐ８参照）
＊�市がいろんな事業をするためのお金（予算）
を決めたり、そのお金が正しく使われたかを
調べたりする（決算）。（→Ｐ２～５予算、Ｐ
８監査請求参照）
＊市の事業が正しく行われているかを調べる。
＊�市民から出された意見や要望が、丹波市のた
めに必要かどうかを調べる。
＊�国や県に対して、「こうしてほしい」という意
見を提出します。（→Ｐ 17参照）

次の「市議会議員選挙」から 18 歳以上に
　丹波市議会には、現在 20人の議員がいます。
合併当初、定員は 30 人でしたが、議員定数条
例の改正により平成 22年 12月から 20人に変
更されました。
　議員は、４年ごとに行われる市議会議員選挙
で選ばれ、今年の 11月 20日（日）には、第 4
期目の市議会議員を選ぶ選挙が行われます。
　投票は、18歳以上の丹波市民によって行われ、
満 25歳以上の丹波市民なら市議会議員に立候
補する権利もあります。
　この選挙を機に、もっとたくさんの若い人た
ちに市政や市議会に関心を持ってもらえるとい
いですね。

■議会をもっと身近に！

会議録が検索できる

過去の会議録を見ること
ができます。丹波市議会
のホームページから、会
議録検索システムに入る
ことができます。

意見を伝えられる

議会だより裏面の「みな
さんからのひとこと」や、
市のホームページの「お
問合せフォーム」で、議
会に対するご意見を伝え
ることができます。

ネット中継でわかる

本会議及び委員会の様子
をライブ配信（本会議は
録画配信も）しています。
パソコンやスマートフォ
ン、タブレットでご覧に
なれます。

議会に参加できる

議会に対して要望や陳
情・請願などを提出する
ことができます。議会で
可決されれば、国などに
対し議長名で意見書を提
出することもできます。

議会日程がわかる

市議会のホームページや
フェイスブック、議会だ
よりで、議会日程などが
わかります。

スマホでチェック！
インターネット中継はこちら
のＱＲコードからもご覧いた
だけます。
※パケット通信
料がかかります。
また、機種や環
境によりご覧い
ただけない場合
があります。

本会議や委員会
の開催日、ネット中
継、過去の会議録な
ど、ホームページで
Check しよう！

たくさんの市民
が市政や政治に関心を
持ち、みんなでよりよい
まちをつくっていける
といいですね。

丹波市議会 検索

■市議会からのお知らせ
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このまちの「あした」がみえてくる。

議会傍聴に
お越しください
市議会の定例会や委員会で
は、市民のみなさんのこれ
からの生活に直接関わる大
切な議案などについて議員
が質疑を行い、慎重に審議
しています。傍聴をご希望
の方は、市役所３階議会事
務局までお越しください。

受付で傍聴者
受付簿に住所と氏
名をご記入の上、
会議資料を受け
取ってお入り
ください。

■６月定例会の日程

日 曜日 内　　容 開会時間

30 月 本会議（議案提案） 9：30

９ 木 本会議（一般質問） 9：00

10 金 本会議（一般質問） 9：00

13 月 本会議（一般質問） 9：00

15 水 本会議（議案質疑） 9：30

17 金 常任委員会 9：30

20 月 常任委員会 9：30

21 火 常任委員会 9：30

24 金 本会議（議案の採決） 9：30

＊�上記の日程は変更になる場合もありますので、最新の情報は
ホームページでご確認ください。

「
市
政
」
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

直
接
お
聴
き
す
る

大
切
な
機
会
で
す
。

議
会
か
ら
は

議
会
の
審
議
内
容
や
結
果
を

ご
報
告
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊青垣地域　5月16日（月）　青垣住民センター　大会議室（２班）
＊山南地域　5月16日（月）　和田地域づくりセンター　大会議室（１班）
＊市島地域　5月16日（月）　市島農村環境改善センター　ホール（３班）
＊柏原地域　5月17日（火）　新井ふれあいセンター　研修室（１班）
＊氷上地域　5月17日（火）　氷上住民センター　大会議室（２班）
＊春日地域　5月17日（火）　ハートフルかすが　大会議室（３班）

＊１班　林　　時彦、太田喜一郎、木戸せつみ、岸田　　昇、西脇　秀隆、足立　克己、太田　一誠
＊２班　山本　忠利、平井　孝彦、坂谷　高義、土田　信憲、横田　　親、荻野　拓司
＊３班　前川　豊市、西本　嘉宏、垣内　廣明、田坂　幸恵、藤原　　悟、臼井八洲郎

議会報告会を
開催します

活動状況報告と意見交換会

5月16日（月）～17日（火）

開催日程（時間：午後７時30分～９時15分）

班編成（担当議員）※班長・副班長・班員の順に記載

■市議会からのお知らせ
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み

な
さん

からのひとこと
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＊
編
集
後
記
＊

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
28
年
度
予
算
は
、

こ
れ
ま
で
樹
立
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
を
具
現
化
す
る

予
算
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
季
節
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
花
が
次
々
と

開
花
し
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、

多
く
の
事
業
計
画
が
実
行
に

移
さ
れ
、
大
き
く
実
を
結
ぶ

こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。長

、市
議
会
議
員
も
本
年

12
月
に
は
改
選
を
迎
え
、

総
仕
上
げ
に
入
り
ま
す
が
、

議
会
編
集
委
員
も
一
同
、
今

期
の
結
実
に
向
け
て
一
層
精

進
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

発
行
責
任
者

議

長　
　
奥
村　
正
行

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
横
田　
　
親

副
委
員
長　
　
太
田　
一
誠

委

員　
　
木
戸
せ
つ
み

委

員　
　
西
脇　
秀
隆

委

員　
　
足
立　
克
己

委

員　
　
荻
野　
拓
司

新市

［テーマ］丹波市に望むこと（高校生からのメッセージ）

ぼくたちのまちをこんなまちに

たちが丹波の自然に対す
る理解を深め、それを守ろうと
いう意識を持てば、人も生物も
住みやすい丹波になると思う。
川や道端にゴミが落ちている光
景を見ると、丹波の自然環境が
もったいないと感じる。

柏原高校３年
橋本野々花さん（柏原地域）

徒会活動の一環として、
地域教育フォーラムや丹波市主
催のイベントに参加しました。
丹波市政の一部を担っているよ
うで気分が高揚しました。若い
世代の意見を取り入れる機会を
増やしてパワフルなまちにして
ほしい。

氷上高校３年
藤本侑也さん（春日地域）

私

生

業で丹波のことを調べ、
「地域づくり大学」などで大人
の方と意見を交わし、語り合う
楽しさを知った。これからの丹
波を担う私たち高校生の思い
を、多くの人に伝えたい。そし
て丹波の活性化に貢献していき
たい。

柏原高校３年
井本日和さん（氷上地域）

年、介護の問題がよく取
り上げられます。丹波市でも高
齢化が進んでいます。魅力的な
まちとは、高齢者が安心して快
適に暮らせる社会です。医療や
介護制度を今以上に充実させる
施策をお願いします。

氷上高校３年
松井優美夏さん（市島地域）

の望む丹波市は、道端や
川にごみがないことです。綺麗
な道だと禁止しなくてもごみを
捨てる人はいないと思います。
丹波市民がそのような環境をつ
くっていけば、もっと住みやす
いまちになると思います。

氷上西高校３年
足立恵美理さん（青垣地域）

授

近

私

年は地域活性化に向けた
講座に参加させていただき、丹
波のことをよく知ることができ
ました。今年は、地域の様々な
行事に積極的に参加したいと思
います。そして、丹波がより元
気になるような手掛かりを見つ
けたいです。

柏原高校２年
待場啓太さん（山南地域）

昨


